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宮崎県から学童机・椅子を寄贈いただきました！

　先月22日㈮、山下小学校体育館を会場に贈呈式が
開催され、宮崎県から230組の学童机・椅子が被災し
た中浜小学校・山下第二小学校に寄贈されました。
　これは、宮崎県独自の被災地支援策「みやざき感謝
プロジェクト」の一環として実施されたものです。
　当日は、中浜小学校・山下第二小学校児童や町・学
校関係者、本町に支援のため派遣されている宮崎県職
員の方々が見守るなか、宮崎県環境森林部の加藤部長
から代表児童2人に対し宮崎県産スギ材を使用した木
製机「あいちゃん」が手渡されました。
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特 集 1 心をひとつに　～チーム山元　復興へのあゆみ～

震
災
復
興
関
連
会
議
を�

開
催
し
ま
し
た
！

　

町
で
は
、
先
月
24
日
㈰
、
震
災

復
興
計
画
の
基
本
方
針
を
策
定
す

る
た
め
、
2
つ
の
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
両
会
議
で
は
、
町
が
提

案
し
た「
山
元
町
震
災
復
興
基
本

方
針（
素
案
）」【
※
次
ペ
ー
ジ
参

照
】を
も
と
に
委
員
か
ら
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
第
2
回
震
災
復
興
有
識
者
会
議

　
山
下
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
を

会
場
に
第
2
回
震
災
復
興
有
識
者

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
般
公
開
と
し
た
会
議
で
は
、こ

れ
ま
で
の
会
議
や
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
内
容
な
ど
が
反
映
さ
れ
た
山

元
町
震
災
復
興
基
本
方
針（
素
案
）

に
対
し
て
、
委
員
の
方
々
か
ら
理

解
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で

「
も
っ
と
山
元
町
ら
し
さ
の
あ
る
内

容
を
含
ん
で
は
ど
う
か
」「
機
能
の

集
約
だ
け
で
は
な
く
、町
民
が『
想

い
』を
分
か
ち
合
え
る
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
は
ど
う
か
」と
い
っ
た
、復

興
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
具
体
的

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
回
の
震
災
復
興
有
識
者
会
議

は
8
月
下
旬
の
開
催
予
定
で
す
。

　

な
お
、
会
議
の
案
内
は
、
区
内

回
覧
、
役
場
・
仮
設
住
宅
な
ど
へ

の
掲
示
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ラ
ジ

オ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
第
3
回
震
災
復
興
会
議

　
第
2
回
有
識
者
会
議
の
終
了
後

に
同
会
場
で
開
催
し
た
第
3
回
の

震
災
復
興
会
議（
非
公
開
）で
は
、

先
立
っ
て
開
催
し
た
有
識
者
会
議

の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
山
元
町
震

災
復
興
基
本
方
針（
素
案
）に
対

す
る
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、町
民
の
大
き
な
関

心
事
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
ル
ー

ト
や
復
旧
時
期
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
、
内
陸
迂
回
ル
ー
ト
を
提
案
す

る
内
容
の
震
災
復
興
基
本
方
針

（
素
案
）に
対
し
、大
半
の
委
員
が

支
持
を
表
明
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
常
磐
線
の
早
期
復
旧
の
手
法

を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
が
意
見
と

し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。（
な
お
、7

月
上
旬
に
開
催
し
た
第
2
回
震
災

復
興
会
議
要
旨
に
つ
い
て
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
）

■�

復
興
に
関
す
る
意
見
を

�

募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
6
月
に
実
施
し
た
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
続
き
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
復
興
計

画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

8
月
に
は「
山
元
町
復
興
基
本

方
針
」に
関
す
る
ご
意
見
を
、「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」と
い
う
形
で
伺

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
町
民
か
ら
の
意
見
募
集

に
関
す
る
情
報
は
、
広
報
紙
や
山

元
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
り
ん
ご
ラ

ジ
オ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第2回　震災復興有識者会議　委員からの主な意見
話　題 内　　　容　（発言者）

JR 常磐線

・�JR 常磐線の早期復旧が復興のポイントに
なる。国道6号線の西側では、用地買収
に時間がかかるのではないか。（清野委員）
・�山下駅周辺を含め、JR常磐線における減
災に向けた方針が立てられていると感じ
た。（今村委員）

交　通
・�仙台市へのアクセスの改善が必要。（広田
委員）
・�通勤に不便なことから、宮城病院は医師
不足の課題を抱えている。（清野委員）

居住地

・�アンケートで町外への転出を考えている
と回答した意見について、その理由の分
析をすべき。（石井委員）
・�特に復興住宅のあり方が重要。（〃）
・�農業者は農地と居住地が近い方が良い。
多様な選択肢が必要。（広田委員）

防　災 ・�防災緑地に公園を整備する場合は、避難
対策を十分に行う必要がある。（今村委員）

産　業 ・�国の支援を求めるため、特区を積極的に
行う方針を掲げるべき。（柳井委員）

住民・町の
「協働」
まちづくり

・�まちづくりは長期にわたる。次代を担う
若者の意見を取り入れるべき。（柳井委員）
・�「心をひとつに」という意味で、意識や物
のシェアを促進すべき。特に若い世代と
の意見の共有が必要。（吉川委員）
・�震災の犠牲になった方へ想いを馳せるよ
うな、鎮魂的スペースがあっても良い。（〃）

山元町震災復興基本方針（素案）抜粋
基本理念
　「チーム山元」として、心をひとつに復興と更なる
発展を図ることとし、以下のまちづくりの理念もと
に計画を策定します。
　災害に強く、安全・安心に暮らせるまちづくり
　誰もが住みたくなるようなまちづくり
　つながりを大切にするまちづくり
グランドデザイン
●都市基盤整備
　・�防潮堤や高盛土構造の道路などからなる多重防

御により、大津波に対しても避難する時間を確
保します。

　・�JR 常磐線は、津波により被災しない位置に復
旧することを基本とし、新たなまちづくりと一
体的な整備を図ります。

　・�災害時の避難路・輸送路確保のため、東西軸の
道路整備等を計画的に進めます。

●居住地ゾーン
　・�国道6号沿いに、「町の顔」となるコンパクトで

質の高い中心市街地を形成し、津波被害の大き
い沿岸部の住民の移転を促すとともに、快適性・
利便性を向上させ、町内への定住化を図ります。

　・�既存集落については、避難を想定した減災措置
を施すとともに、交通網の整備により中心市街
地との連携を確保し、利便性の向上を図ります。

●産業用地ゾーン
　・�中央の平野部は、水田や観光農園を含めたイチ

ゴ畑を集約した第一次産業用地ゾーンを形成
し、職住分離を促します。

●防災緑地ゾーン
　・�沿岸部は防災緩衝地と位置付け、防潮堤、緑地

等を整備を図るとともに、公園やレジャー施設、
震災の記憶を後世に伝えるモニュメント等を備
えた交流ゾーンとします。

●丘陵地
　・�山元町の豊かな自然環境を保全するとともに、自
然を生かした交流拠点としての活用を図ります。

■�

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力

�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
町
で
は
、
復
興
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

各
世
帯
を
対
象
に
し
た「
山
元
町
の
復
興
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
意
向
調
査
」お
よ
び
農
業
従
事
者

を
対
象
に
し
た「
山
元
町
の
農
業
復
興
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
町
の
全
世
帯
を
対
象
に
、
世

帯
主
等
あ
て
に
配
布
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
終
的
な
結
果
は
た
だ

い
ま
集
計
中
で
す
。
集
計
結
果
は
山
元
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、役
場
窓
口
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問	

震
災
復
興
推
進
課

☎
37
―
0
4
9
7

◎復興計画に関する情報を掲載しています
　�　山元町ホームページ「復興計画関連情報」にて、復興計画に関する
情報を公開しています。ぜひご覧ください。

　http://www.town.yamamoto.miyagi.jp/fukkou/index.html

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
震
災
復
興
計
画
」
の
年
内
策
定
に
向
け
て
開
催
す
る
「
震
災
復
興
有

識
者
会
議
」「
震
災
復
興
会
議
」
の
報
告
や
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。

第3回　震災復興会議　委員からの主な意見
話　題 内　　　容

JR 常磐線

・�安全を考慮し、津波被害の及ばない地域への路線
変更が必要。
・�新路線の用地買収に時間がかかるのではないか心配。
➡�（町からの回答）現状ルートでの復旧の場合でも用
地買収、多重防御の関係から時間はかかる。新路線
建設と復旧期間はあまり変わらないと考えている。
・�復旧の所要年数によって、JR常磐線に対する住民
の意向は変わると思う。
・�山下駅までの暫定復旧はできないのか。
➡�（県からの回答）駅ホームの拡幅、バス乗り入れのた
めの敷地の確保など、課題が多いため、非常に難しい。

交　通 ・�岩沼までの直通便など、JR代行バスを充実させてほしい。

居住地

・津波浸水区域には住宅を建設しないことが必要。
・�居住地ゾーンをもっと坂元の南の方に広げても良
いのではないか。
・�子供の遊び場が少ないため、国定公園などの建設
を考えてほしい。
・�国道6号線の東側の農地を居住地とし、それに沿
って JR常磐線を通してはどうか。
➡�（県からの回答）農地に盛土して宅地とした場合、
地震における安全性に問題が出てくる。

産　業 ・�いちごなど特産物の産業化により、雇用の場が増えると良い。

住民・町の
「協働」
まちづくり

・�JR や道路に関しては、若い世代をはじめ住民との
話し合いを進めてほしい。
・�土地利用など、まちづくりについて町から経過報告を
してもらい、「心をひとつに」復興を進めてもらいたい。
・住民アンケートの精度を上げるべき。
・基本方針に山元町の特長を打ち出すべき。

山元町震災復興基本方針概要

（住民アンケート　抜粋）
●今後の交通機関のあり方について
　�今回の震災で、沿岸部の鉄道や主要な道路は大きな被害
を受けました。今後、これらの交通機関はどうあるべき
だと考えますか。（複数回答不可）
➡�「鉄道や道路を新しい位置に検討すべき」と考えて
いる住民が8割以上

【A-A’断面イメージ】

海

山元町復興まちづくりイメージ（案）
【まちの骨格イメージ】

第2回有識者会議の様子

鉄
道
や
道
路
は
、

津
波
が
き
た
区
域
で

あ
っ
て
も
元
の
位
置

で
復
旧
す
べ
き

鉄
道
や
道
路
は
、

元
か
ら
あ
る
集
落
の
位
置

に
配
慮
し
な
が
ら
新
し
い

位
置
を
検
討
す
べ
き

鉄
道
や
道
路
は
、

将
来
の
街
の
姿
を
第
一

に
考
え
て
、
新
し
い
位

置
を
検
討
す
べ
き

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

全体（3,166) 10.0 18.7 62.2 2.8
1.7
4.6
（％）

復
興

〜
チ
ー
ム
山
元

〜
チ
ー
ム
山
元 　

復
興
へ
の
あ
ゆ
み
〜
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特 集 2 3・11東日本大震災

　
山
元
町
消
防
団
は
、
3
月
11
日

地
震
発
生
後
、
各
分
団
が
直
ち
に

出
動
。
命
が
け
で
沿
岸
地
域
等
で

の
避
難
広
報
や
避
難
誘
導
、
被
害

状
況
の
把
握
な
ど
の
活
動
に
あ
た

り
ま
し
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
着
任
後
に
は
、二

次
災
害
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の

状
況
下
、
地
元
消
防
団
な
ら
で
は

の
機
動
力
を
生
か
し
、
被
災
地
域

内
で
自
衛
隊
を
先
導
し
な
が
ら
の

救
助
活
動
や
行
方
不
明
者
の
捜
索

活
動
に
従
事
。
多
く
の
人
命
救
助

や
遺
体
の
発
見
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
が
同
時
並
行
で

実
施
し
た
行
方
不
明
者
の
捜
索
活

動
と
ガ
レ
キ
の
撤
去
作
業
の
際
に

は
、
避
難
指
示
区
域
通
行
道
路
十

数
カ
所
に
配
備
。
ど
し
ゃ
降
り
の

雨
の
中
、
ま
た
ガ
レ
キ
の
土
ぼ
こ

り
が
舞
う
な
か
、
自
衛
隊
の
作
業

が
ス
ム
ー
ズ
か
つ
効
率
的
に
進
む

よ
う
、
団
員
自
ら
が
バ
リ
ケ
ー
ド

と
な
り
、
作
業
の
妨
げ
と
な
る
通

行
車
両
の
交
通
整
理
、
自
衛
隊
重

機
車
両
の
誘
導
に
連
日
従
事
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
県
内
被
災
自

治
体
で
は
最
も
ガ
レ
キ
撤
去
の
進

捗
率
が
高
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
発
災
か
ら
5
月

31
日
ま
で
の
82
日
間
、
団
員
の
皆

さ
ん
は
自
ら
も
被
災
し
て
い
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
っ
て
い

た
り
す
る
厳
し
い
状
況
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
自
分
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」と
い
う
郷
土
愛
護

精
神
を
全
う
し
、
懸
命
な
活
動
が

続
け
ら
れ
ま
し
た
。

山
元
町
消
防
団

�

～
自
衛
隊
を
縁
の
下
で
支
え
続
け
た
82
日
間
～

■東日本大震災の概要
　◇発 生 日 時　平成23年3月11日㈮
　　　　　　　　14時46分ごろ
　◇震　　　源　三陸沖
　　　　　　　　（�北緯38度、東経143.9度、

牡鹿半島の東約130㎞）
　◇震源の深さ　約24㎞
　◇地 震 規 模　M9.0　山元町　震度6強

■主な被害状況（7月27日現在）
　◇人的被害
　　○町民の死者	 611人
　　　（遺体未発見の死亡届13人を含む）
　　　※町内での遺体発見数は670人
　　○行方不明者	   12人
　　○重傷者	     9人（救急搬送分）
　　○軽傷者	   81人（救急搬送分）
　◇家屋の被害（7月22日現在）
　　○全　　　壊	 2,194棟
　　　※うち、	流出1,013棟
　　○大規模半壊	 527棟
　　○半　　　壊	 504棟
　　○一 部 損 壊	 1,075棟

■避難者・避難所
区分 3月14日（ピーク時） 7月27日現在
避難者数 5,826人 187人※1

避難所数 19カ所 5カ所※2
※1　うち2次避難者数は28人
※2　うち2次避難所数は2カ所

■避難指示
　沿岸6行政区全域および丘通り4行政区の一部区域が津波に
より水没。また、太陽ニュータウンの一部では地震による崩落
等の恐れがあることから対象世帯13世帯を含む、あわせて
2,507世帯に対し、避難指示を発令。（うち7月1日に牛橋区・
花釜区の一部（1,074世帯）は避難指示を解除）

■ライフライン
区分 地震発生直後の状況 復旧状況
電　気 全域6,098世帯で停電 避難指示区域を除いて復旧
上水道 全域で断水 避難指示区域を除いて復旧

下水道 マンホールから直接汚
泥抜き取り処分対応

山元浄化センターが被災
し、現在仮復旧により、塩
素消毒のうえ放流※

※完全復旧には、約1年程度の時間を要する見込み。

■主な道路
　地震発生後、国道6号を含め、一般県道2路線、町道3路線、
農免農道が浸水、陥没、亀裂等などにより通行止めとなりました。
現在、避難指示区域内を除き、全路線通行可能となっています。

　
発
災
翌
日
の
3
月
12
日
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
に
従
事
い
た

だ
い
た
陸
上
自
衛
隊
第
10
師
団
の

皆
さ
ん
。
入
浴
施
設
を
こ
れ
ま
で

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
第
10
後
方

支
援
連
隊
が
先
月
23
日
を
も
っ
て

撤
収
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
町
か

ら
す
べ
て
の
部
隊
が
帰
途
に
つ
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

第
10
特
科
連
隊（
豊
川
駐
屯

地
）、第
10
高
射
特
科
大
隊（
豊
川

駐
屯
地
）、
第
10
後
方
支
援
連
隊

（
春
日
井
駐
屯
地
）、
第
10
施
設
大

隊（
春
日
井
駐
屯
地
）、第
14
普
通

科
連
隊（
金
沢
駐
屯
地
）、第
49
普

通
科
連
隊（
豊
川
駐
屯
地
）の
第

10
師
団
各
隊
の
皆
さ
ん
に
は
、
最

大
1
、0
8
1
人
体
制
で
、昼
夜・

天
候
を
問
わ
ず
、被
災
者
の
救
助
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
、
被
災
家
屋

等
ガ
レ
キ
の
撤
去
、物
資
の
運
搬
、

炊
き
出
し
・
給
水
支
援
、
入
浴
施

設
の
提
供
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

支
援
活
動
に
懸
命
に
従
事
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
ま
た
い
つ
来
る
か
も

知
れ
な
い
余
震
・
津
波
の
危
険
と

隣
り
あ
わ
せ
の
命
が
け
の
業
務
に

連
日
従
事
、
さ
ら
に
は
船
岡
駐
屯

地
や
役
場
敷
地
内
で
の
野
営
生
活

と
い
う
過
酷
な
環
境
下
に
あ
っ
て

も
、
私
た
ち
町
民
に
は
辛
い
顔
一

つ
見
せ
ず
、
笑
顔
で
き
め
細
か
で

心
の
こ
も
っ
た
対
応
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
第
10
師
団
各

隊
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
支

援
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
一
日

も
早
い
町
の
復
興
に
向
け
、
心
を

ひ
と
つ
に
力
を
合
わ
せ
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

　
第
10
師
団
各
隊
の
皆
さ
ん
、
い

た
だ
い
た
支
援
の
数
々
私
た
ち
は

忘
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
第
10
師
団
か
ら
任
務
を

引
き
継
い
だ
東
北
方
面
特
科
隊

（
仙
台
市
苦
竹
駐
屯
地
）に
つ
い
て

も
、
8
月
1
日
を
も
っ
て
約
2
カ

月
間
に
わ
た
る
支
援
活
動
を
終

え
、撤
収
さ
れ
ま
し
た
。

▶町民の皆さんへ◀

第 10特科連隊長
1等陸佐　岡本浩さん

「心をひとつに、皆さん
の持てる力を結集し、新
しい山元町の復興を成し
遂げてください。笑顔に
あふれる生活を送る皆さ
んに会える日を楽しみに
しています！」

▲連日の交通誘導

▲自衛隊に捜索区域の情報提供を行う
団員

▲ソフトボールの試合を通じ、中学生
や避難者との交流を深めました。

▲毎日、心のこもったあたたかい炊
き出しが避難者に提供されました。

▲山下小には診療所を開設していただ
きました。

▲作業の合間をぬって、思い出の品の泥
落としを行っていただきました。

▲設置から126日間で約60,000人が
利用した「尾張の湯」。

▲5月23日、感謝の気持ちいっぱいで見送ったお別
れセレモニー。

▲力強い、真心のこもった演奏に、元気をいただ
きました。

東日本大震災　本町の主な被害状況陸
上
自
衛
隊
第
10
師
団
の
皆
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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特 集 2 3・11東日本大震災

� 温かい支援に支えられて

� 町の復旧・復興支援を要望

復旧・復興へ一歩、また一歩
　　　　　生活再建に向け歩みだす

▲全国からたくさんの温かい支援が寄せら
れました。

▲県内外から大勢のボランティアが支援に訪
れています。（7月27日現在延べ12,786人）

◀ディズニー
ランドから
ミッキーた
ちも応援に
駆けつけて
くれました。
子どもから
お年寄りま
で、皆さん
大喜び。

▲皇太子ご夫妻が山下中避難所を行啓。避難者一人ひとりにお声をかけら
れました。

▲長友佑人選手のサッカー教室。

▲宮崎県から励ましのメ
ッセージ付きスイート
ピーが贈られました。

◀神戸市消防局音楽隊によ
る震災復興コンサート。
心温まる演奏に勇気と希
望をいただきました。

▲中央公民館の散髪ボランティア。
　久々のカットに自然と笑みがこぼれます。

◀おけさのつ
ながりで秋
田県の建築
業者から入
浴施設が届
けられまし
た。（坂元
中学校）

▲白鵬をはじめ、約20人の関取が慰問に訪れ、本場のちゃん
こ鍋を振舞いました。▲4月8日桜井財務副大臣来庁▲7月24日平野復興担当大臣現地視察

▲4月17日山下中学校で避
難所主催の花見を開催

▲4月26日入学式（坂元中学校）

▲4月25日震災後初の登校日
　（山下小学校）

▲4月30日仮設住宅入居開始（坂中跡地）
　7月27日現在、928戸完成・1,870人入居完了▲6月29日避難指示解除区域に関する説明会

▲3月27日谷垣自民党総裁来庁
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山
元
町�

�
合
同
慰
霊
祭
の
ご
案
内

　
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
遺
族
を
は
じ
め
、

町
民
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
が
一

堂
に
会
し
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
の
慰
霊
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
な
町
の
復
興
、
再
生
を
誓
う

た
め
、
次
の
と
お
り
執
り
行
い
ま

す
。

日
時　
8
月
11
日
㈭

　
　
　
開
場
13
時
、開
式
14
時

会
場　
山
下
中
学
校
体
育
館

お
願
い

○�

慰
霊
祭
は
無
宗
教
・
献
花
形
式

で
執
り
行
い
ま
す
。

○�

ご
遺
族
等
へ
の
個
別
案
内
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

○�

当
日
は
、
ど
な
た
で
も
出
席
で

き
ま
す
が
、
会
場
の
都
合
に
よ

り
、
体
育
館
に
入
場
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

○�

香
料
、
供
花
、
供
物
等
に
つ
い

て
は
、ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す
。

○�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
乗
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご

来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

問	

総
務
課　
総
務
班

☎
37
―
1
1
1
1（
内
線
2
1
1
）

空間放射線量測定結果の推移
　町では、現在次のとおり14カ所で空間放射線量の測定を実施しています。その測定値は、文部科学省並び
に国際放射線防護委員会が安全と示す基準を下回っており、今のところ「健康に影響を与えるレベルではあ
りません」。
　なお、この測定結果は、町ホームページに掲載しているほか、りんごラジオ（80.7MHZ）でもお知らせし
ています。

町
内
土
壌
放
射
能
量�

�

調
査
を
実
施

　
文
部
科
学
省
で
は
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
状
況
の
全
体

像
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
土
壌

表
層
中
の
放
射
性
物
質
の
蓄
積
状

況
等
を
把
握
す
る
た
め
、
当
該
発

電
所
か
ら
80
㎞
圏
内
の
市
町
村
に

お
い
て
調
査
地
点
を
事
前
に
選
定

し
、
本
町
で
は
6
月
下
旬
に
次
の

19
地
点
で
土
壌
サ
ン
プ
リ
ン
グ
等

土
壌
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、本
調
査
結
果
を
も
と
に
、

文
部
科
学
省
で
は「
放
射
能
量
等

分
布
マ
ッ
プ
」を
作
成
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
町
で
は
、
本
調
査

結
果
が
わ
か
り
し
だ
い
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
調
査
実
施
地
点

　
八
手
庭
農
村
集
落
多
目
的
セ
ン

タ
ー
、
山
寺
生
活
セ
ン
タ
ー
、
正

雲
寺
、
大
平
牛
橋
線
沿
線
、
北
保

育
所
、
ふ
る
さ
と
伝
承
館
、
牛
橋

公
園
、
鳳
仙
寺
別
院
付
近
、
山
下

第
二
小
、葉
山
神
社
、東
街
道（
真

庭
字
鹿
野
付
近
）、
上
郷
の
里
農

村
公
園
、
合
戦
原
学
堂
付
近
、
坂

元
小
学
校
、
渋
沢
た
め
池
付
近
、

み
や
ま
荘
東
山
付
近
、
坂
元
中
学

校
、
坂
元
字
四
番
沢
付
近
、
坂
元

字
磯
浜
地
内

　
43
年
に
わ
た
り
山
元
町
消
防
団

員
と
し
て
、
消
防
防
災
の
任
務
を

深
く
認
識
し
、
消
防
人
と
し
て
の

本
分
を
全
う
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
て
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
齋
藤
さ
ん
は
、「
43
年
間
、家
族
、

団
員
、
地
域
、
そ
し
て
関
係
機
関

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
、
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
」と
受
章
し
た
感
想
を
語
る
と

と
も
に
、「
山
下
第
二
小
学
校
を

会
場
に
開
催
さ
れ
た
県
の
消
防
操

法
大
会
で
、
県
南
で
は
初
と
な
る

第
2
位
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」と
微
笑

み
な
が
ら
、
現
役
時
代
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　
今
回
被
災
し
落
ち
込
ん
で
い
た

時
、受
章
の
知
ら
せ
を
聞
き
、「
う

れ
し
く
て
希
望
が
湧
き
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
す
岩
﨑
さ
ん
。「
任

命
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
無
我

夢
中
で
走
り
続
け
た
19
年
間
」と

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
ま
た
、
調
停
委
員
と
い
う
仕
事

は
、「
公
平
な
立
場
で
当
事
者
の

言
い
分
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け

る
こ
と
が
大
切
」で
、
調
停
が
不

成
立
と
な
っ
た
場
合
で
も
言
い
分

を
聞
い
て
も
ら
え
た
こ
と
で
満
足

す
る
方
も
お
り
、
そ
ん
な
時
や
り

が
い
を
感
じ
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、「
当
事
者

の
主
張
に
真し
ん
摯し

に
耳
を
傾
け
る
こ

と
を
心
が
け
、
い
っ
そ
う
当
事
者

の
思
い
を
く
み
取
っ
て
い
け
る
よ

う
努
力
し
た
い
」と
抱
負
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

ご
み
の
出
し
方
に�

�

つ
い
て
の
お
願
い

■
生
活
ご
み

　
こ
れ
ま
で
、
津
波
の
影
響
で
コ

ン
テ
ナ
が
流
失
し
た
こ
と
に
よ

り
、「
ビ
ン
」「
金
属
複
合
製
品
」

「
せ
と
も
の
・
ガ
ラ
ス
屑
」類
に
つ

い
て
は
袋
で
の
収
集
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
コ
ン
テ
ナ
の
確
保
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
月
か
ら
コ

ン
テ
ナ
で
の
収
集
を
再
開
し
ま

す
。

　
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
と
出
し

方
」に
従
っ
て
分
別
し
、
指
定
さ

れ
た
方
法
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
粗
大
ご
み

　
ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
粗
大

ご
み
に
つ
い
て
は
、
亘
理
清
掃
セ

ン
タ
ー
が
被
災
し
た
た
め
、
当
分

の
間
は
左
記
の
通
り
と
な
り
ま

す
。

・
搬
入
場
所

　
名
取
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
岩
沼
清
掃
セ
ン
タ
ー

・
受
付
曜
日

　
月
曜
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

・
受
付
時
間

　
9
時
～
11
時
30
分

　
13
時
～
16
時

　
な
お
、
自
分
で
搬
入
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
、
次
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

・
代
行
運
搬
を
利
用
す
る
。

　

電
話（
☎
37
―
3
4
1
0
）で
予

約
し
て
い
た
だ
く
と
、
ご
自
宅
ま

で
亘
理
名
取
共
立
衛
生
処
理
組
合

が
収
集
に
伺
い
ま
す
。

・
許
可
業
者
に
依
頼
す
る
。

　
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
巻
末
の

「
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
」に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

い
ず
れ
の
場
合
も
有
料
と
な
り

ま
す
。

■
施
設
開
所
日
の
中
止

　
こ
れ
ま
で
日
曜
日
の
施
設
開
所

日
を
設
け
て
い
ま
し
た
が
、
亘
理

清
掃
セ
ン
タ
ー
が
被
災
し
廃
棄
物

の
処
理
・
処
分
の
見
通
し
が
つ
か

な
い
状
況
の
た
め
、
今
年
度
の
各

施
設（
名
取
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー・

岩
沼
清
掃
セ
ン
タ
ー
）の
開
所
日

を
中
止
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問	

亘
理
名
取
共
立
衛
生
処
理
組
合

☎
22
―
1
7
1
7

町
民
生
活
課　
生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2（
内
線
1
2
2
）

※�役場庁舎前は東北電力がサーベイメータで、それ以外の施設は町職員等が簡易型環境放射線モニタでそれ
ぞれ測定した値です。

問 総務課　安全対策班　☎37-1111（内線212）

　
こ
の
た
び
の
大
震
災
で
犠
牲
と

な
ら
れ
た　

故 

深ふ
か

沼ぬ
ま　

千ち

代よ

司し

氏（
牛
橋
区
）に
対
し
、生
前
の
功

労
を
た
た
え
、
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
瑞
宝
単
光
章
が
授
与
さ
れ
、
先

月
4
日
、
宮
城
県
知
事
か
ら
遺
族

に
対
し
て
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
深
沼
氏
は
、
昭
和
32
年
か
ら
平

成
17
年
ま
で
の
間
、
61
回
に
わ
た

り
各
種
統
計
調
査
員
と
し
て
職
務

に
精
励
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
今
回
の
受
章
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

※�

今
回
、
も
う
お
一
人
消
防
功
労

叙
勲
と
し
て
瑞
宝
単
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
が
、
ご
本
人
の

意
向
に
よ
り
掲
載
を
辞
退
さ
れ

て
い
ま
す
。

�

【
敬
称
略
】

瑞
宝
双
光
章

▼
消
防
功
労

　
元 

山
元
町
消
防
団
団
長

　
　
齋さ

い
藤と

う　
孝た

か
治は

る（
八
手
庭
区
）

藍
綬
褒
章

▼
調
停
委
員
功
績

　
現 

調
停
委
員

　
　
岩い

わ
﨑さ

き　
眞ま

弓ゆ
み（
花
釜
区
）

瑞
宝
単
光
章

▼
統
計
調
査
功
労

　
元 

各
種
統
計
調
査
員

　

 

故 

深ふ
か
沼ぬ

ま　
千ち

代よ

司し
（
牛
橋
区
）

　
春
の
叙
勲　
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

0
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町
職
員（
初
級
）募
集

職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
行
政
職（
初
級
）若
干
名

受
験
資
格

　
平
成
2
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方採
用
年
月
日

　
平
成
24
年
4
月
1
日

受
付
期
間

　
8
月
16
日
㈫

※�

土
・
日
、
祝
日
を
除
く
、
8
時

30
分
～
17
時

試
験
期
日

第
1
時
試
験

日
時　
9
月
18
日
㈰

試
験
会
場　
宮
城
県
自
治
会
館

申
し
込
み
手
続
き
等

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

申
込
用
紙
は
総
務
課
に
請
求
の

こ
と

問	

総
務
課　
総
務
班

☎
37
―
1
1
1
1（
内
線
2
1
1
）

農
業
者
年
金
受
給
者
の�

皆
さ
ん
へ

　
毎
年
5
月
末
に
配
布
さ
れ
て
い

た
現
況
届
は
、
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
当
面
の

間
配
布
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
が
な
く
て
も
受
給

者
の
皆
さ
ん
に
は
継
続
し
て
年
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
の
で
ご
安
心

く
だ
さ
い
。

　

併
せ
て「
農
業
者
年
金
振
込
・

支
払
通
知
書
」の
発
送
に
つ
い
て

も
、
今
年
度
は
発
送
を
見
合
わ
せ

て
い
ま
す
。
申
告
等
で
必
要
な
方

は
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
可
能
で
す

の
で
、左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

方
に
つ
い
て
は
、
死
亡
届
の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、Ｊ
Ａ

の
窓
口
に
て
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

問	
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
37
―
5
1
1
7

害
虫
駆
除
薬
剤
を�

�
配
布
中
！

　

町
で
は
現
在
、
ハ
エ
、
蚊
な
ど

の
発
生
防
止
お
よ
び
駆
除
の
た

め
、
次
の
と
お
り
薬
剤
を
配
付
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

■
配
付
す
る
錠
剤

　
ボ
ン
フ
ラ
ン
発
泡
錠

■
効
能
・
効
果

　
ハ
エ
・
蚊
の
駆
除
な
ど

■
配
付
個
数

　
1
世
帯
2
袋
ま
で

　
（
1
袋
5
錠
入
り
）

※
無
く
な
り
次
第
終
了

■
配
布
場
所

　
社
会
福
祉
協
議
会
前
テ
ン
ト

問	

町
民
生
活
課　
生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2（
内
線
1
2
3
）

今月は固定資産税（第1期）と国民健康保険税（第2期）の納期限です。
忘れずに納期限（8月31日）まで納入しましょう。

身体障害者等に対する軽自動車税の減免申請手続きについて
　身体あるいは精神に障害がある方で、一定の要件に該当する場合に、軽自動車税を減免します。
■減免の対象となる軽自動車等
　①�身体障害者等（身体障害者、戦傷病者、知的障害者、精神障害者をいう）が所有し、専ら身体障害
者等本人が運転する軽自動車等

　②�身体障害者等が所有し、専ら身体障害者等の通学（通所）、通院または生業のために、身体障害者
等と生計を一にし、同居（同一敷地内に別居を含む）する家族の方が運転する軽自動車等

　　�　なお、身体障害者等が18歳未満、知的障害者、精神障害者の場合は、生計を一にし、同居（同一
敷地内に別居を含む）する家族が所有する軽自動車等でも減免が受けられます。

　③�身体障害者等のみで構成される世帯の身体障害者等が所有し、専ら身体障害者等の通学（通所）、
通院または生業のために身体障害者等を常時介護する方が運転する軽自動車等

　④車椅子昇降リフト付等、車の構造が身体障害者等のための軽自動車等
■申請期限　10月24日㈪
■申請場所　役場税務納税課窓口
■減免手続きに必要なもの
　○身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳等
　○運転する方の運転免許証
　○自動車検査証
　○印鑑（認印可）
　○構造による減免の場合は構造の確認できる写真等
　　※�減免を受けることができる軽自動車等は、自動車税（県税）の対象となる自動車を含め身体障害

者等1人につき自家用の自動車1台に限られます。
　　※障害の等級・判定によっては、減免に該当しない場合があります。

口座振替者への軽自動車税納税証明書について
　口座振替後に、振替済通知書・継続検査用納税証明書を送付しますが、送付まで1週間程度の時間
を要します。この期間中に車検があり、納税証明書が必要な場合には、お手数ですが役場税務納税課
まで下記のものを持参ください。納税証明書を発行します。
　○口座振替となった金額が記帳された通帳
　○自動車検査証（写し可）

問	税務納税課　課税班　☎37-1114（内線152）

8月1日㈪～8月19日㈮
山元町小・中学校連合父母教師会

問 事務局　中浜小学校（坂元小学校内）　☎38-0319

規則正しい生活をしましょう
「早寝」「早起き」「朝ごはん」
正しい生活リズムを身につけ、
　　　　　健康に過ごせるようにしましょう。

オアシス運動に取り組みましょう

オ 「おはよう」
ア 「ありがとう」
シ 「しつれいします」
ス 「すみません」
家族や地域の方とあいさつをかわしましょう。安全に楽しく遊びましょう

水の事故や交通事故に遭わないように
　　　　　　　　　　　　 注意しましょう。
万引き・夜遊び・無免許運転は
　　　  しない、させないようにしましょう。

◎夏休み中の帰宅時刻は、
　　　　　　　　17時30分までです。

山元町小・中学校の 約 束

犯罪に出合わないための『いかのおすし』
「知らない人についていかない」
「知らない人の車にのらない」
「おお声でさけぶ」
「すぐ逃げる」
「しらせる」

山元町小・中学校連合父母教師会
　町内の小・中学校 7校の父母教師会が協力し、教育の振興を図り、児童生徒の健全育成を願って活動
しています。
○夏休み　児童生徒善導強化期間として、防災無線での呼びかけを実施

「地域みんなで育てよう青少年の明るい心」
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ワカメとコーンのサラダ（6人分）
①オクラ、キュウリは薄い輪切りに
し、オクラはさっと熱湯に通す。
②かにかまぼこを食べやすく手で
裂く。
③ワカメは食べやすい大きさに切
る。
④Ａを混ぜ合わせておく。
⑤オクラ、ワカメ、キュウリ、かに
かまぼこ、コーンをボールに入
れ、④を加えて混ぜる。

　　エネルギー	 59kcal
　　タンパク質	 2.2g
　　塩分	 0.9g

オクラ� 8本

ワカメ（戻し）� 30g

キュウリ� 200g

かにかまぼこ� 2本

コーン（缶）� 50g

　　レモン汁� 大さじ1

　　濃口醤油� 大さじ1

　　サラダ油� 大さじ1

　
震
災
か
ら
4
カ
月
以
上
が
経
過

し
、
各
仮
設
住
宅
で
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
各
種
教
室
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
6
月
23
日
に
坂
中
跡

地
で
開
催
さ
れ
た
健
康
イ
ベ
ン
ト

「
か
ら
だ
プ
チ
チ
ェ
ッ
ク
」に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
坂
元
中
学
校
跡
地
集
会
所
で
開

催
さ
れ
た
当
日
は
、
約
15
人
が
参

加
。
参
加
者
は
各
自
血
圧・体
重・

握
力
測
定
、
口
腔
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
各
測
定
結
果
を

通
じ
、
自
分
の
現
在
の
健
康
状
態

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
保
健
師

や
管
理
栄
養
士
等
か
ら
個
別
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
の
体

を
振
り
返
る
機
会
と
な
っ
た
」

「
こ
れ
か
ら
も
震
災
前
の
よ
う
に

運
動
や
食
事
に
気
を
つ
け
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
今
後
も
定
期
的
に
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
各
種
教
室
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

食
を
通
し
た�

�

健
康
づ
く
り
を
！

　
先
月
5
日
に
は
、
浅
生
原
公
会

堂
に
お
い
て
食
生
活
改
善
推
進
員

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
養

成
講
座
を
受
講
し
た
38
人
に
対

し
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
、
食

を
通
じ「
自
分
た
ち
の
健
康
は
自

分
た
ち
の
手
で
守
り
、
つ
く
り
ま

し
ょ
う
」を
基
本
目
標
に
掲
げ
る

健
康
づ
く
り
を
行
う
団
体
で
す
。

　
今
後
、食
生
活
改
善
推
進
員
は
、

仮
設
住
宅
を
含
め
た
各
地
区
で
料

理
教
室
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

Ａ
⎧
⎨
⎩

骨
髄
バ
ン
ク
登
録�

�
受
付
の
お
知
ら
せ

■
登
録
受
付（
要
予
約
）

○
場
所　
塩
釜
保
健
所
岩
沼

支
所

○
日
時　
10
時
～
11
時

■
登
録
受
付
の
予
約
日
時

　

平
日
、
9
時
～
17
時（
祝

日
を
除
く
）

※�

登
録
受
付
日
の
前
日
ま
で

に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問	

塩
釜
保
健
所
岩
沼
支
所　

総
務
保
健
班

☎
22
―
2
1
8
8

仮
設
住
宅
集
会
所
で
の
健
康
教
室
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

体重は震災前と比べてどうですか？ 柔軟性もチェック。ゆっくり伸ばしてくださいね。

月 日 月 日

8月 16日 ― 12月 6日 20日

9月 6日 20日 1月 ― 17日

10月 4日 18日 2月 7日 21日

11月 1日 15日 3月 6日 ―

推進員を代表し、委嘱状を受け取る
佐藤公子さん（大平区）

高　瀬
成
なる

毛
け

　倖
こう

大
だい

�ちゃん
（尚さん）

浅生原
岩
いわ

崎
さき

　紗
さ

弥
や

�ちゃん
（博之さん）

中　浜
横
よこ

山
やま

　斎
いつき

�ちゃん
（浩二さん）

牛　橋
大
おお

坪
つぼ

　利
り

奈
な

�ちゃん
（孝志さん）

高　瀬
酒
さか

井
い

　海
み

羽
う

�ちゃん
（裕隆さん）

合戦原
椎
しい

谷
や

　羽
つばさ

�ちゃん
（潔さん）

花　釜
作
さく

間
ま

　建
けん

斗
と

�ちゃん
（祐介さん）

笠　野
我
わ

彦
びこ

　星
と

和
わ

�ちゃん
（美知香さん）

八手庭
佐
さ

々
さ

木
き

桃
もも

花
か

�ちゃん
（渚さん）

山　下
伏
ふし

見
み

　大
たい

希
き

�ちゃん
（俊治さん）

牛　橋
橋
はし

元
もと

翔
しょうたろう

太郎�ちゃん
（洋平さん）

浅生原
横
よこ

山
やま

　晃
こう

輝
き

�ちゃん
（広之さん）

中　山
山
やま

内
うち

　捺
なつ

暉
き

�ちゃん
（裕貴さん）

下　郷
横
よこ

山
やま

　文
ふみ

哉
や

�ちゃん
（孝之さん）

牛　橋
浅
あさ

野
の

　美
み

穂
ほ

�ちゃん
（弘幸さん）

花　釜
松
まつ

本
もと

　玲
れい

菜
な

�ちゃん
（正徳さん）

浅生原
菊
きく

地
ち

　翔
しょうた

太�ちゃん
（政喜さん）

高　瀬
木
き

村
むら

　結
ゆ

夢
め

�ちゃん
（秀人さん）

花　釜
武
たけ

沢
ざわ

　史
ふみ

哉
や

�ちゃん
（真一さん）

山　寺
辺
へん

見
み

　陸
りく

�ちゃん
（正樹さん）

笠　野
岩
いわ

佐
さ

　紀
き

季
き

�ちゃん
（英貴さん）

高　瀬
鈴
すず

木
き

　榎
か

維
い

�ちゃん
（貴教さん）

山　下
針
はりゅう

生　和
かず

哉
や

�ちゃん
（和夫さん）

山　下
赤
あか

沼
ぬま

　龍
りゅう

紳
しん

�ちゃん
（義彦さん）

高　瀬
菅
かん

野
の

　志
し

温
おん

�ちゃん
（祐弥さん）

笠　野
鈴
すず

木
き

　小
こ

春
はる

�ちゃん
（豪さん）

牛　橋
平
ひら

間
ま

　結
ゆ

衣
い

�ちゃん
（由政さん）

3歳児健診で虫歯のない子
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町からの情報は、8～11ページのトピックスにも
記載していますので、あわせてご覧ください。

問：問い合わせ先 申：申し込み先

住
宅
の
耐
震
診
断
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
着
工

の
木
造
一
戸
建
住
宅
で
、「
一
般

診
断
」を
希
望
す
る
方
に
対
し
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
次
に
よ
り
助

成
し
ま
す
。

■
募
集
戸
数　
5
戸

■
対
象
住
宅

・�

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
戸
建
て
住
宅

・�

在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
枠
組
壁

構
法
に
よ
る
木
造
平
屋
建
て
か

ら
木
造
3
階
建
て
ま
で
の
住
宅

・�

過
去
に
こ
の
事
業
に
基
づ
く
耐

震
診
断
ま
た
は
改
修
計
画
を
受

け
て
い
な
い
住
宅

・�

自
己
所
有
の
住
宅
で
、
居
住
用

の
母
屋
で
あ
る
こ
と

■
自
己
負
担　
8
、0
0
0
円

　

�（
延
べ
床
面
積
2
0
0
㎡
未
満

の
場
合
）

※�

居
宅
建
築
物
の
延
べ
床
面
積
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
間　
8
月
8
日
㈪

　
　
　
　
　
　
～
9
月
9
日
㈮

※�

申
し
込
み
者
が
多
い
場
合
に
は

抽
選
と
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※�

震
災
の
影
響
に
よ
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
診
断
が
で
き
な
い
と

判
断
さ
れ
る
住
宅
も
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
次
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問・申	

ま
ち
づ
く
り
整
備
課

	

施
設
管
理
班

☎
37
―
5
1
1
1（
内
線
2
6
6
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
仙
台
に

よ
る
巡
回
相
談

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
仙
台
で
は
、
町

内
避
難
所
に
お
い
て
、
次
の
と
お

り
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
求
人
情
報
の
提
供
や
職
業
紹
介

な
ど
、
お
仕
事
探
し
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
方

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
、
町
内
の
避
難
所
・
仮
設
住
宅

に
お
住
ま
い
の
方

【
巡
回
相
談
の
内
容
】

○�

初
め
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
利
用

す
る
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

登
録（
求
職
登
録
）す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○�

お
仕
事
探
し
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
ご
相
談
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
仙
台
が
毎
日
発

行
し
て
い
る「
求
人
ホ
ッ
ト
ニ

ュ
ー
ス
」を
は
じ
め
と
し
た
新

着
の
求
人
情
報
を
お
持
ち
し
ま

す
。

○�

応
募
し
た
い
求
人
が
見
つ
か
っ

た
場
合
は
、
そ
の
場
で
求
人
先

に
連
絡
し
紹
介
し
ま
す
。

○�

避
難
所
の
閉
鎖
等
に
よ
り
、
実

施
場
所
や
時
間
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問	

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
仙
台

	

計
画
職
業
紹
介
部
門

☎
0
2
2
―
2
9
9
―
8
8
2
0

被
災
者
を
雇
い
入
れ
た

事
業
主
に
助
成
金
が 

支
給
さ
れ
ま
す
！

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
離

職
者
お
よ
び
被
災
地
域
に
居
住
す

る
求
職
者
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の

紹
介
に
よ
り
、
継
続
し
て
1
年
間

以
上
雇
用（
※
）す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入

れ
る
事
業
主
に
対
し
て
、
助
成
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

1
年
未
満
の
有
期
契
約
を
更
新

す
る
場
合
も
含
む

■
対
象
労
働
者

○
震
災
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方

　

�（
①
～
③
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
方
）

①�

震
災
発
生
時
に
被
災
地
域
に
お

い
て
就
業
し
て
い
た
方

②�

震
災
後
に
離
職
し
、
そ
の
後
安

定
し
た
職
業
に
就
い
た
こ
と
の

な
い
方

③�

震
災
に
よ
り
離
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
方

○
被
災
地
域
に
居
住
す
る
方

①�

震
災
後
に
離
職
し
、
そ
の
後
安

定
し
た
職
業
に
就
い
た
こ
と
の

な
い
方

②�

震
災
に
よ
り
、
被
災
地
域
外
に

住
所
ま
た
は
居
所
を
変
更
し
て

い
る
方
を
含
み
、
震
災
の
発
生

時
に
被
災
地
域
に
居
住
す
る
こ

と
と
な
っ
た
方
を
除
く

■
支
給
額

　
対
象
労
働
者
に
支
払
わ
れ
た
賃

金
の
一
部
と
し
て
、
次
表
の
金
額

が
支
給
対
象
期
ご
と
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

問	

宮
城
県
労
働
局
職
業
対
策
課　

助
成
金
コ
ー
ナ
ー

☎
0
2
2
―
2
9
9
―
8
0
6
3 問 上下水道事業所　庶務班　☎37-1120（内線253）

水 道 の 現 状
　3月11日に発生した東日本大震災においては、町内の水道管が甚大な
被害を受け、大規模な断水が起こりました。皆様には、大変ご不便をお
かけしました。
　さて、現在、町内において津波による影響を受けていない地区につい
ては、ほぼ水道が復旧しています。
　本町の水道は、水質検査で定められた基準に基づき、定期的に実施し、
すべての検査結果において基準を満たしています。また、福島第一原子
力発電所の事故に伴い、懸念されている水道水の安全性について、本町
に水道を供給している仙南・仙塩広域水道では、定期的に放射線測定を
行っています。現在のところ、放射性ヨウ素や放射性セシウムは、次の

とおりともに基準値を下回っており、安全で良好な水ですので安心してご利用ください。
　町では、今後も安定給水を図りながら、皆さんのもとへ安全で安心なおいしい水の供給に努めてまいります。

採 取 場 所 採取日 用　　途 結果

単位：Bq/kg（ベクレル）
食品衛生法に基づく
乳児の飲用に関する
暫定的な指標値

原子力安全委員会が
定めた飲食制限に関
する指標値

仙南・仙塩広域水道
南部山浄水場（白石市） 7月19日

放射性ヨウ素

不検出

100 300
放射性セシウム 無 200

山元町横山・小平・山下
坂元　深井戸 7月21日

放射性ヨウ素 100 300
放射性セシウム 無 200

※県公表の水道水放射線測定結果（南部山浄水場7月19日測定・町内深井戸7月21日測定）

下 水 道 の 現 状
　町内5つの処理施設は、坂元地
区農集排処理施設（町区）を除く4
つの施設が津波による被害を受
け、全壊または半壊しており、下
水道の完全復旧まで1年以上を要
する見込みとなっています。（宮
城県沿岸部の下水道処理施設も同
様に被災）
　処理施設としての機能は停止し
ていますが、山元浄化センターおよび上平地区農集排処理施設において、簡易処理として汚水を沈殿させ、そ
の上澄みを塩素消毒のうえ放流している状況にあります。
　このため、従来どおり使用すると、汚水があふれる恐れがありますので、節水に努めるとともに、トイレット
ペーパー等は燃えるゴミとして処理していただくなど、ご協力をお願いします。（現在、放流水質の改善に向け
た応急対策を検討しています）

■8月の巡回相談スケジュール
実施場所 日　程 時　　間

中央公民館 8月10日㈬
8月17日㈬
8月24日㈬
8月31日㈬

13：00
� ～ 14：00

坂 元 支 所 14：15
� ～ 15：15

区　　分 支　給　額 助成対象
期間 支給対象期ごとの支給額

短時間労働者以外 大企業　 50万円
中小企業 90万円

1年間

大企業　 第1期25万円、第2期45万円
中小企業 第1期45万円、第2期45万円

短 時 間 労 働 者 大企業　 30万円
中小企業 60万円

大企業　 第1期15万円、第2期15万円
中小企業 第1期30万円、第2期30万円

山元浄化センター（花釜区）

甚大な被害を受けた
仙南・仙塩広域水道管（大平区）

上下水道事業所からのお知らせ
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己
の
た
め
に
相
続
の
開
始
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
っ
た
方

■
注
意
点

　
す
で
に
単
純
承
認
し
た
場
合
や

相
続
財
産
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

処
分
し
て
い
た
場
合
に
は
、
相
続

放
棄
や
限
定
承
認
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

問	

法
テ
ラ
ス

	

サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
―
0
7
8
3
7
4

※�
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
☎

03
―
6
7
4
5
―
5
6
0
0

※�
受
付
時
間　

平
日
9
時
～
21

時
、土
曜
日
9
時
～
17
時

運
転
免
許
証
の
日
曜
窓
口

期
日　
8
月
21
日
㈰

　
　
　
9
月
4
日
㈰

受
付　
8
時
30
分
～
9
時
30
分

　
　
　
13
時
～
14
時

問	

仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
免
許
係

☎
0
2
2
4
―
53
―
0
1
1
1

ご
存
知
で
す
か
？ 

「
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
」

　

建
設
現
場
で
働
く
方
の
た
め

に
、国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　
建
設
業
を

営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

※�

一
人
親
方
も
任
意
組
合
を
通
じ

て
加
入
で
き
ま
す

掛
金　
1
日
3
1
0
円

※
掛
金
は
全
額
事
業
主
負
担

問	

建
退
共
宮
城
県
支
部

☎
0
2
2
―
2
6
3
―
2
9
7
3

法
務
局
か
ら
の 

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
こ
ん
な
と
き
は
次
の
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

○�

所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
け
ど
、

相
続
登
記
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
？

○�

土
地
を
購
入
し
た
け
ど
、
登
記

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

☎
0
1
2
0
―
2
2
7
―
7
4
6

☆�

法
務
局
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方

の
不
動
産
や
会
社
の
登
記
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

受
付
時
間

　
平
日　
8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
休
日　
9
時
～
16
時

問	

仙
台
法
務
局　
民
事
行
政
部
総

務
課

☎
0
2
2
―
2
2
5
―
5
7
1
8

国民年金保険料免除・猶予申請
国民年金保険料の納付が困難なときは�
� 「保険料免除制度」「若年者納付猶予制度」の申請手続きを！
■保険料免除制度
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困
難な場合、申請により保険料の全部または一部の納付が
免除となる制度です。
　この制度は、申請者本人・配偶者・世帯主の前年所得
を基準として審査されます。免除期間は、7月から翌年
6月までとなっています。このため、これまで保険料の
全部または一部が免除になっていた方も、承認期間が6
月で終了することになりますので、7月以降も免除を希
望する場合はあらためて申請の手続きが必要になります
（承認通知書に継続審査申出受付済みの記載がある方は
申請不要）。
　なお、この制度には、退職（失業）による特例免除があ
りますので、失業を理由に申請を行う場合は、雇用保険受
給者証・雇用保険被保険者離職票等を持参してください。
　また、被災に伴い、住宅・家財・その他の財産について、
おおむね2分の1以上の損害を受けられた方等も、ご本
人からの申請に基づき、国民年金保険料が全額免除にな
ります。
■若年者納付猶予制度
　他の年齢層に比べて所得が少ない若年層（30歳未満）
の方が、保険料免除制度を利用することができず、将来、
年金を受け取ることができなくなることを防止するた
め、申請により保険料の納付が猶予され、保険料の後払
いができる制度です。
　この制度は、世帯主の所得は審査対象にはならず、本
人と配偶者の前年所得を基準として審査されます。
【ご注意】
○�「保険料免除期間」は、年金を受けるための資格期間と
しては保険料を納付している時と同様に取り扱われま
すが、年金額を計算する場合は保険料を納付している
ときより減額されて計算されます。

○�「若年者納付猶予期間」は、年金を受けるための資格期
間としては保険料を納付しているときと同じように取
り扱われますが、年金額を計算する場合は年金額には
反映されません。

　申請の窓口は、町民生活課および坂元支所になります。

問	仙台南年金事務所　☎022-246-5114
	 町民生活課　　　　☎37-1112（内線125）
	 坂 元 支 所　　　　☎38-0301

相
続
人
の
相
続
放
棄
等

の
熟
慮
期
間
が
延
長
さ

れ
ま
す

　
こ
の
た
び
成
立
し
た
法
律
に
よ

り
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
で

あ
る
相
続
人
に
つ
い
て
、
原
則
と

し
て
、
相
続
の
承
認
ま
た
は
放
棄

す
べ
き
期
間
が
11
月
30
日
ま
で
延

長
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

　
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す

方①�

3
月
11
日
に
被
災
地
域
に
住
所

を
有
し
て
い
た
方

②�

平
成
22
年
12
月
11
日
以
降
に
自

倒
壊
・
流
失
等
建
物
の

職
権
滅
失
登
記
を
行
い

ま
す

　
仙
台
法
務
局
で
は
、
こ
の
た
び

の
震
災
に
よ
り
倒
壊
等
を
し
た
建

物
に
つ
い
て
、
被
災
者
の
登
記
申

請
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
被
災
地
の
す
み
や
か
な
復
興

に
資
す
る
た
め
、
県
内
の
被
災
地

域
に
お
い
て
、
順
次
、
職
権
に
よ

る
滅
失
登
記
を
行
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
特
に
急
を
要
す
る
場
合

を
除
い
て
は
、自
ら「
滅
失
登
記
」

を
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
近
く
の
法
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問	

仙
台
法
務
局
名
取
出
張
所

☎
0
2
2
―
3
8
2
―
3
0
3
1

仙
台
法
務
局
大
河
原
支
局

☎
0
2
2
4
―
52
―
6
0
5
3

被
災
さ
れ
た
産
婦
に
対

し
義
援
金（
ケ
シ
ョ
）を

支
給
し
ま
す

　
ジ
ョ
イ
セ
フ
で
は
、
企
業
か
ら

い
た
だ
く
支
援
金
の
一
部
を
加

え
、震
災
で
被
災
さ
れ
た
岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
の
産
婦
に
次
の

と
お
り
義
援
金
を
直
接
支
給
し
ま

す
。

対
象
者　
被
災
時
に
岩
手
、宮
城
、

福
島
3
県
に
住
民
票
が
あ
っ
た

被
災
者（
居
住
す
る
家
屋
が

「
全
壊
」ま
た
は「
半
壊
」し
た

方
）で
、
平
成
23
年
3
月
1
日

～
12
月
31
日
に
出
産
し
た
女
性

支
給
金
額

　
一
人
あ
た
り
5
0
、0
0
0
円

申
請
書
入
手
方
法

①
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
請
求

　
☎
03
―
3
2
3
5
―
9
7
7
6

　

�

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ジ
ョ
イ
セ
フ

「
ケ
シ
ョ
」担
当
あ
て

②
郵
送
に
よ
る
請
求

　

�

〒
1
6
2
―
0
8
4
3　

東
京

都
新
宿
区
市
谷
田
町
1
―

10　

保
健
会
館
新
館

　

�

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ジ
ョ
イ
セ
フ

「
ケ
シ
ョ
」担
当
あ
て

③�

ジ
ョ
イ
セ
フ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

�http://w
w
w
.joicfp.or.jp/

sp/PD
F/kesho_app.pdf

受
付
期
限

　
平
成
24
年
2
月
29
日（
必
着
）

※�

た
だ
し
、
義
援
金
の
資
金
が
終

了
し
た
場
合
は
、
早
期
に
締
め

切
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問	

㈶
ジ
ョ
イ
セ
フ

☎
03
―
3
2
6
8
―
5
8
7
5

大
型
テ
ン
ト
に
お
け
る

「
思
い
出
の
品
」展
示 

終
了
の
お
知
ら
せ

　
こ
れ
ま
で
、
中
央
公
民
館
南
側

の
大
型
テ
ン
ト
に
お
い
て
、
被
災

地
域
か
ら
回
収
さ
れ
た「
思
い
出

の
品
」の
展
示
・
引
き
渡
し
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
来
場
者
と

返
却
率
が
減
少
し
て
き
た
こ
と
か

ら
、8
月
31
日
㈬
を
も
っ
て
終
了

し
ま
す
。

　

ま
だ
確
認
し
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
ご
確
認
願
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、「
位
牌・遺
影・賞
状・

そ
の
他
持
ち
主
の
氏
名
が
分
か
る

も
の
」に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

伝
承
館
前
プ
レ
ハ
ブ
で
展
示
・
引

き
渡
し
を
行
い
ま
す
。

期
間　
9
月
1
日
㈭
～
当
面
の
間

（
土
・
月
を
除
く
毎
日
）

時
間　
9
時
～
15
時

そ
の
他　
身
分
証
明
書
等
を
持
参

く
だ
さ
い
。

※�

伝
承
館
で
の
写
真
・
ア
ル
バ
ム

の
公
開
・
引
き
渡
し
は
、
当
面

の
間
行
い
ま
す
。

※�

電
話
で
の
拾
得
物
の
照
会
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

問	

山
元
町
災
害
対
策
本
部

☎
37
―
1
1
1
1

災
害
地
域
生
保
契
約
照
会

制
度
を
活
用
く
だ
さ
い

　
㈳
生
命
保
険
協
会
で
は
、
今
回

の
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
お
客

さ
ま
が
、
加
入
し
て
い
た
生
命
保

険
会
社
が
わ
か
ら
ず
保
険
金
の
請

求
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
等

に
お
い
て
、
生
命
保
険
会
社
に
契

約
有
無
の
調
査
依
頼
す
る
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
制
度
を
運
営
す
る
た
め
、
生

命
保
険
協
会
内
に
新
た
に「
災
害

地
域
生
保
契
約
照
会
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
生
命
保
険
協
会
加
盟

会
社（
47
社
）に
生
命
保
険
契
約

の
有
無
に
関
す
る
調
査
依
頼
を
行

い
ま
す
。
該
当
の
生
命
保
険
契
約

が
あ
る
場
合
は
原
則
と
し
て
ご
加

入
の
生
命
保
険
会
社
か
ら
ご
連
絡

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■�

災
害
地
域

�

生
保
契
約
照
会
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
1
2
0
―
0
0
1
7
3
1

※�

受
付
時
間　

月
～
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）、9
時
～
17
時

※�
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
最
寄
り
の
生
命
保
険
協
会
地

方
事
務
室
、
生
命
保
険
会
社
で

も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

問	

㈳
生
命
保
険
協
会　
宮
城
地
方

事
務
室

☎
0
2
2
―
2
2
4
―
3
2
2
1

県
下
水
道
排
水
設
備 

工
事
責
任
技
術
者
試
験

■
試
験

　
山
元
町
に
技
術
者
と
し
て
登
録

を
予
定
し
て
い
る
方

日
時　
10
月
26
日
㈬

　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

会
場　
宮
城
県
仙
台
合
同
庁
舎

申
込
期
間　
8
月
22
日
㈪

　
　
　
　
　
～
9
月
9
日
㈮

■
受
験
講
習

　
受
験
者
で
希
望
す
る
方

日
時　
10
月
4
日
㈫

　
　
　
13
時
～
16
時

会
場　
宮
城
県
教
育
会
館

申
込
期
間　
試
験
申
し
込
み
の
際

に
受
付
し
ま
す

問・申	

上
下
水
道
事
業
所　
施
設
班

☎
37
―
1
1
2
0（
内
線
2
5
3
）

思い出を見つけてください！

年金事務所からの
　　　　お知らせ
年金事務所からの
　　　　お知らせ
年金事務所からの
　　　　お知らせ



広報やまもと8月号 No.381（18）広報やまもと8月号 No.381（19）

生活習慣病予防を中心に、健康づくりに関するこ
とに、保健師・栄養士が相談に応じます。

育児相談にあわせて臨床心理士による発達相談を
行います。希望者は事前に電話で申し込みくださ
い。（発達相談は年4回実施予定です）

精神科医によるこころの相談（認知症の相談も含む）

青少年の非行防止のため、問題を抱える青少年や
親との相談

国や県、町などが行っている仕事についての要望
や苦情相談

土地や建物の名義書き換えなど、登記に関する相
談

生活、家庭、老後などに関する困りごと、悩みご
と相談

商品の安全、品質または訪問販売などに関する苦
情相談
※�水曜日を除く、平日9時～ 16時にも相談でき
ます

人権侵害、夫婦、親子間のトラブルや、いじめな
どの相談

国民年金、厚生年金など年金に関する相談

第48回　震災に便乗した悪質商法に注意！

　「放射性物質を吸着して体外に排出する」といった、科学的な根拠のな

い効果をうたった健康食品やミネラルウォーター、薬品についてイン

ターネットなどを通じて購入させ、代金を支払っても商品が届かなかっ

たり、業者が雲隠れしたりするなどのトラブルが発生していますので十

分にご注意ください。

　不審に思ったら、すぐに家族や役場消費生活相談窓口に相談しましょう。

問	町民生活課 生活班　☎37-1112（内線123）

　役場消費生活相談窓口　水曜日を除く、平日9時～ 16時

8月9日から9月14日まで

◆健 康 相 談 9月5日（月）　13時30分～16時 ◆育 児 相 談 9月5日（月）　10時～11時30分

◆精神保健相談 9月2日（金）　9時～11時30分

場所　保健センター　問 保健福祉課　健康づくり班　☎37-1113（内線148）
※相談者が重複するとお待ちいただく場合がありますので、事前の電話予約が便利です。

◆青少年相談 8月15日（月） ◆行政苦情相談 8月12日（金）・9月9日（金）

◆登 記 相 談 8月9日（火）・9月13日（火） ◆生 活 相 談 8月17日（水）

◆消費生活相談 8月10日（水）・9月14日（水） ◆人 権 相 談 8月18日（木）

◆年 金 相 談 8月19日（金）

場所 役場仮庁舎 第1相談室（1階）　時間   13時～ 15時　問 町民生活課　生活班　☎37-1112（内線121）

� 診療時間 9時～ 17時
※�休日における当番医は、急患患者の医療
業務のみを目的として実施しています
のでご協力をお願いいたします。なお、
休日当番医は変更になることもありま
すので新聞などで確認のうえ受診して
ください。

8/7
（日）

◆柿沼循環器科（亘理町）
　☎32-2871
◆大友歯科医院（岩沼市）
　☎24-3151

8/13
（土）

◆鈴木歯科医院（名取市）
　☎022-383-5711
◆斉藤歯科医院（亘理町）
　☎34-8241

8/14
（日）

◆高橋内科乳腺クリニック（亘理町）
　☎33-1121
◆松ケ丘歯科医院（岩沼市）
　☎24-3788

8/15
（月）

◆ライフタウン歯科クリニック（名取市）
　☎022-386-1825
◆いそだ歯科（亘理町）
　☎33-0570

8/21
（日）

◆佐藤外科内科（亘理町）
　☎34-1251
◆黒田歯科クリニック（名取市）
　☎022-383-3888
◆竹の里歯科・矯正科クリニック（岩沼市）
　☎23-4120

8/28
（日）

◆三浦クリニック（亘理町）
　☎33-1811
◆歯科クリニック守（名取市）
　☎022-382-8677
◆やのめ歯科医院（岩沼市）
　☎23-4048

9/4
（日）

◆大友医院（亘理町）
　☎34-1335
◆南舘歯科医院（岩沼市）
　☎24-4880

9/11
（日）

◆松村クリニック（山元町）
　☎38-0005
◆名取いちろうクリニック（名取市）
　☎022-382-8601
◆津川歯科医院（亘理町）
　☎34-4733

注）�疾患や年齢等によっては対応できない
場合もありますのでご了承願います。

日 月 火 水 木 金 土
… … … … 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 …
… … … … … … …

9日 月 火 水 木 金 土
… 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 … … …
… … … … … … …

8

8/7（日） ◆㈲伊藤設備工業所
　☎37-2108

8/14（日）◆木村工事㈱　☎37-2853

8/21（日）◆㈱クリワダ　☎37-0013

8/28（日）◆㈲佐藤設備　☎37-4165

9/4（日） ◆㈲針生設備工業
　☎37-2452

9/11（日）◆㈱松村工業所　☎38-0558

複数の修理が入っている場合はすぐに対
応できないことがありますので、ご了承願
います。
問	上下水道事業所　施設班
　☎37-1120（内線253）

救急医療週間
「亘理郡医師会公開講座」
◇日　時　9月10日㈯
　　　　　14時～ 17時
◇場　所　中央公民館　大ホール
◇講　師　国立病院機構
� 仙台医療センター
　　　　　診療技術部長兼放射線科
　　　　　部長　佐藤　明弘　先生
◇演　題
　�「原発事故“亘理郡への影響は”
� 被曝量の評価と人体への影響」
◇その他
　�心肺蘇生法実技指導およびAED
の使用法（亘理消防署救急隊）
◇受講料　無料
◇主　催　亘理郡医師会

問	保健福祉課　健康づくり班
	 ☎37-1113

問 保健福祉課　健康づくり班
☎37-1113（内線145）

実施場所：保健センター
事 業 名 月　日 対象者等 受付時間

母
子
・
成
人
関
係

母子手帳交付 8月22日（月）
9月5日（月）

山元町に住所のある
妊婦

9：00～
� 10：00

6 ～ 8カ月児健診 8月26日（金）平成22年12月～� 平成23年2月生まれ
12：30～
� 13：00

3歳児健診 9月7日（水） 平成20年1月～
� 2月生まれ

12：30～
� 13：00

予
防
接
種
関
係

二種混合（ジフテリ
ア・破傷風） 8月19日（金）小学6年生 12：30～

� 13：00

連 載 消費生活・これだけは知っておこう！
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� 6月末現在（前月比）
世帯 	 5,040戸	（△	64世帯）

男 	 7,253人	（△	 66人）

女 	 7,612人	（△	 87人）

合計 	14,865人	（△	153人）
出生	 10人	 転入	 45人
死亡	 54人	 転出	155人
婚姻	 3件
� △：減少

　
町
内
被
災
地
域
か
ら
自
衛
隊

に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
て
き
た
約

7
，5
0
0
冊
の
ア
ル
バ
ム
と

約
15
万
枚
の
写
真
。

　
本
町
で
は
現
在
、
ふ
る
さ
と

伝
承
館
を
拠
点
に
、
こ
れ
ら
を

持
ち
主
の
も
と
へ
返
却
す
る

「
思
い
出
サ
ル
ベ
ー
ジ
ア
ル
バ

ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日

本
社
会
情
報
学
会
の
若
手
研
究

者
ら
で
つ
く
る
災
害
情
報
支
援

チ
ー
ム（
代
表 

大
妻
女
子
大
学 

柴
田
邦
臣
准
教
授
）が
、津
波
に

よ
り
何
も
か
も
根
こ
そ
ぎ
流
さ

れ
て
し
ま
っ
た
被
災
者
の
方
々

に「
思
い
出
の
写
真
を
一
枚
で

も
多
く
救
い
出
し
て
、
お
返
し

し
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、立

ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
津
波
で
汚
れ

痛
ん
だ
写
真
を
洗
浄
し
、写
真

が
腐
食
・
劣
化
し
な
い
う
ち
に

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
複
写
・
デ
ジ

タ
ル
化
し
、
色
落
ち
し
た
部
分

な
ど
を
補
正
し
て
デ
ー
タ
を
保

存
し
ま
す
。
洗
浄
し
た
写
真
や

保
存
し
た
画
像
デ
ー
タ
は
伝
承

館
で
公
開
さ
れ
、
持
ち
主
に
返

却
す
る
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

■
支
援
の
輪
は
全
国
へ

　
4
月
上
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

約
20
人
の
支
援
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
、
県
内
外
か
ら

の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
東
北

大
学
や
東
北
福
祉
大
学
、山
下・

坂
元
両
中
学
校
、
プ
ロ
の
カ
メ

ラ
マ
ン
、
複
数
企
業
な
ど
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。
連

日
、
泥
落
と
し
や
写
真
洗
浄
、

複
写
・
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
が
行

わ
れ
、
週
末
に
は
、
写
真
洗
浄

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
と
し
て

関
東
方
面
か
ら
大
型
バ
ス
で
参

加
す
る
こ
と
も
…
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
参
加

し
た
目
的
に
つ
い
て「
2
度
と

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
思

い
出
を
救
う
お
手
伝
い
が
し
た

か
っ
た
」と
口
を
そ
ろ
え
て
話

し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
こ
の
取
り

組
み
に
賛
同
し
た
横
浜
市
の
写

真
ス
タ
ジ
オ
や
東
京
都
、
滋
賀

県
の
方
か
ら
も
協
力
の
申
し
出

が
あ
り
、
各
地
に
お
い
て
洗
浄

作
業
に
協
力
い
た
だ
く
な
ど
、

本
町
へ
の
支
援
の
輪
が
全
国
的

な
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
化
が

�

持
ち
主
を
見
つ
け
出
す

　

写
真
を
洗
浄
し
て
補
正
し
、

公
開
し
た
と
し
て
も
、
伝
承
館

に
展
示
さ
れ
て
い
る
そ
の
数
が

膨
大
な
こ
と
か
ら
、
見
つ
け
出

す
の
に
時
間
を
要
し
ま
す
。
特

に
お
年
寄
り
の
方
は「
重
い
ア

ル
バ
ム
を
1
冊
1
冊
開
い
て
確

認
す
る
の
は
大
変
」と
話
す
支

援
チ
ー
ム
代
表
の
柴
田
准
教

授
。

　

こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た

め
、
支
援
チ
ー
ム
で
は
㈱
ニ
フ

テ
ィ
の
全
面
的
な
協
力
を
得

て
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
探
し
て
い
る
ア
ル

バ
ム
の
手
が
か
り
と
な
る
キ
ー

ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
こ
と
で
、

関
連
写
真
を
探
し
出
す「
被
災

ア
ル
バ
ム
検
索
シ
ス
テ
ム
」を

あ
ら
た
に
開
発
。
先
月
末
か
ら

ふ
る
さ
と
伝
承
館
内
で
稼
動
を

開
始
し
て
お
り
、
今
後
の
返
却

率
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
今
後
は
仮

設
住
宅
内
集
会
所
に
パ
ソ
コ
ン

を
設
置
し
、
ふ
る
さ
と
伝
承
館

に
行
か
な
く
て
も
被
災
写
真
の

画
像
を
検
索
・
印
刷
で
き
る
よ

う
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
企
業
の
協
力
を
得
な
が
ら

検
索
シ
ス
テ
ム
に
顔
認
証
技
術

を
活
用
し
、
さ
ら
に
検
索
効
率

を
上
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
全
国
か
ら

多
く
の
方
々
の
支
援
で
救
わ
れ

た
皆
さ
ん
の
思
い
出
を
取
り
戻

し
に
き
ま
せ
ん
か
？

町
は
流
さ
れ
た
。命
も
、家
も
、思
い
出
も
流
さ
れ
た
。

思
い
出
だ
け
で
も
お
返
し
し
た
い
。

「
思
い
出
サ
ル
ベ
ー
ジ
ア
ル
バ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
」

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
在
進
行
中
！

～
被
災
し
た
写お

も
い
で真

を
1
枚
で
も
多
く
、持
ち
主
の
も
と
へ
～

週末には、多くの方が
支援に訪れます

1枚1枚、心をこめて
丁寧に洗浄していきます

回収された膨大な数のアルバム

複写・デジタル化作業。
ボランティアの中には、

日本を代表するカメラマンも


